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CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

屋
部
の
隊
力
協
し
こ
お
域
地

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

お
く
や
み

ご
結
婚
お
め
で
と
う （敬称略）

～快適なスタートを、明日につなげよう～
　新年度を迎え、早くも１カ月が過ぎようとしていま
す。本格的な春の訪れとともに、新しい風が吹き込ま
れ、活気あるスタートを切った家庭や職場もあるので
はないでしょうか。
　町内の各小・中学校でも、子どもたちはみんな張り
切って新しい学年の第一歩を踏み出しました。また、
それぞれ、初々しい新入生を迎え、校内には活気あふ
れる声がいっそう響き渡っています。
　今ごろになると、子どもたちは、最初のころに感じ
ていた緊張感も徐々にほぐれ、少しずつ自分のペース
をつかみつつあります。まさに、軌道に乗り始めるこ
ろだと思います。
　しかし、一方で、今の時期はこれまでの疲れが知ら
ず知らずのうちにたまってくるころでもあります。特
に、環境が大きく変わった新入生にとっては、その傾
向が強く見られます。もちろん、このことは新米高校

生でも同じことです。
　こんなとき、気を付けたいのが、ケガや病気、事故
などです。中でも、子どもの交通事故が一番多いのは、
年度初めのこの時期だという統計もあります。
　我々大人でも、疲れてくると反応が鈍くなったり、
集中力が途切れたりして、思わぬ事態に遭遇すること
があります。まして、子どもたちの場合は〝推して知
るべし〟ですね。
　このような危険から子どもたちを守る方法にはどん
なことがあるでしょうか。私は、次の三つが大事では
ないかと思っています。一つめは休養、二つめは栄養
です。そして、三つめは家族との会話です。保護者や
家族の皆さんは、子どもたちの様子を見ながら、この
三つのアイテムをうまく使い分けて、子どもたちの心
と体を万全に整えてあげてほしいと思います。
　えっ、地域の皆さんの出番はないのかって？　もち
ろんあります。子どもたちの姿を見かけることも少な
くなってきましたが、もしチャンスがあったら、ぜひ
とも温かい声掛けをお願いします。「おはよう」でも
「いってらっしゃい」でも「おかえり」でも……。

（文責・CSD　工藤　克弥）
　

（
３
月
31
日
現
在
）

人
の
動
き

■
人
口　

５
，８
６
９
人（
29
人
減
）

　

●
男　

２
，７
６
８
人（
16
人
減
）

　

●
女　

３
，１
０
１
人（
13
人
減
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生 

０
人

　

●
死
亡 

12
人

　

●
転
入 

14
人

　

●
転
出 

31
人

■
世
帯
数

　
　
　
２
，８
９
１
世
帯（
３
世
帯
減
）

（
　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

 

（
外
国
人
を
含
む
）

　

域
お
こ
し
協
力
隊
の
木
村
ま
ゆ
み
で

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
を

始
め
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
９
カ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
３
月
19
日
、
一
年
間
の
歩
み

を
振
り
返
る
「
活
動
報
告
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
用
意
し
て
い
た

席
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
、
定
員
を
大
き

く
上
回
る
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
驚
き
と
と
も
に
胸
が
熱
く
な
る
思
い

で
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
２
人
の
協
力
隊
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
場
の
皆
様
が
私
た
ち
の

言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
姿
に
、
さ
ら

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
や

「
こ
の
町
で
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う

想
い
に
つ
い
て
も
、
深
く
ご
理
解
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
の
後
の
茶
話
会
で
は
、
地
元
の

美
味
し
い
お
菓
子
と
お
茶
を
囲
み
な
が

ら
、
皆
様
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
す

る
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
直
接

対
話
を
す
る
こ
と
で
、
皆
様
が
こ
の
町
に

抱
く
期
待
や
、
私
た
ち
へ
の
励
ま
し
の
声

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
八
峰
町
が
誇
る
農
産
物

や
水
産
物
、
そ
し
て
「
生
薬
」
の
販
売
促

進
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に

管
理
栄
養
士
と
し
て
の
知
見
を
最
大
限
に

活
か
し
、
皆
様
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
２
年
目
の
活
動
で
は
、
八
峰
町
の

特
産
で
あ
る
生
薬
「
カ
ミ
ツ
レ
」
「
桔
梗

の
根
」
の
商
品
化
を
軸
に
据
え
、
新
た
な

特
産
品
づ
く
り
と
八
峰
町
の
食
文
化
に
つ

い
て
、
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
の
対
話
の
機
会
を

大
切
に
し
、
よ
り
深
く
地
域
に
溶
け
込
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
何
か

一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
お
声
が

け
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
仲
間
に
加
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
２
年
目
も
一
歩
ず

つ
、
誠
実
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
引
き
続
き
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

第104回

藤
原　
信
浩
（
浜
田
）

亡
弟　
政　
浩

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
大　
山　
璃　
希
（
駅　
前
）

　
門　
脇　
　
　
桜
（
駅　
前
）

信　
太　
正　
則
（
87
）
カ
ッ
チ
キ
台

阿　
部　
ミ　
ヤ
（
92
）
カ
ッ
チ
キ
台

武　
内　
笑　
子
（
89
）
高
野
々

佐
々
木　
鐡　
治
（
93
）
小
手
萩

佐
々
木　
セ
ツ
子
（
85
）
八
森
１

伊　
藤　
ハ　
ツ
（
101
）
カ
ッ
チ
キ
台

工　
藤　
爲　
勝
（
84
）
強　
坂

梅　
田　
立　
身
（
87
）
沼　
田

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

須
藤　
綾
子
（
岩
館
２
）

亡
夫　
　
守

須
藤　
　
学
（
高
野
々
）

亡
伯
母　
武
内
笑
子

３月

お
詫
び

　
広
報
は
っ
ぽ
う
４
月
号
に
掲

載
し
た
、
２
月
28
日
時
点
の
人

口
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

■
人
口

　
計　
５
，８
９
８
人（
10
人
減
）

　
男　
２
，７
８
４
人（
２
人
減
）

　
女　
３
，１
１
４
人（
８
人
減
）

町
職
員
新
規
採
用
者

山本 依武希
（生涯学習課 生涯学習係）

石山 颯汰
（建設課 建設係）

田村 迅
（税務会計課 税務係）

野菜苗、花苗
畑の準備は
おらほの館で!!


